
薬 理 学 
 
１ 構 成 員  

      平成 26 年 3 月 31 日現在 
 教授 1 人 
 准教授 1 人 
 講師（うち病院籍） 0 人   （0 人） 
 助教（うち病院籍） 2 人   （0 人） 

特任教員（特任教授、特任准教授、特任助教を含む） 1 人 
 医員 0 人 
 研修医 0 人 
 特任研究員 1 人 
 大学院学生（うち他講座から） 6 人   （2 人） 
 研究生 0 人 
 外国人客員研究員 0 人 
 技術職員（教務職員を含む） 0 人 
 その他（技術補佐員等） 2 人 
 合計 14 人 
 
２ 教員の異動状況 

梅村 和夫（教授）（H10.4.1 ～現職） 

  岩城 孝行（准教授）（H25.1.1 ～現職） 

鈴木 康裕（助教）（H12.2.1 ～現職） 

  松本 祐直（助教）（H17.4.1 ～現職） 

  外村 和也（特任助教）（H22.7.1 ～現職） 
 
３ 研究業績                            数字は小数２位まで。 

 平成 25 年度 

（１）原著論文数（うち邦文のもの）           10 編   （2 編） 

    そのインパクトファクターの合計            22.30 

（２）論文形式のプロシーディングズ及びレター            0 編      

    そのインパクトファクターの合計            0.00 

（３）総説数（うち邦文のもの）            6 編   （6 編） 

    そのインパクトファクターの合計            0 

（４）著書数（うち邦文のもの）            1 編   （1 編） 

（５）症例報告数（うち邦文のもの）             0 編   （0 編） 

そのインパクトファクターの合計                       0.00 

 

 



(１) 原著論文（当該教室所属の者に下線） 

  Ａ．筆頭著者が浜松医科大学の当該教室に所属していたもの 

1. Kawano k, Umemura k. Oral Intake of Beet Extract Provides Protection Against Skin Barrier 

Impairment in Hairless Mice. Phytother Res. 27, 775-83, 2013 【皮膚薬理】[2.07] 

2. Nagahashi K, Umemura K, Kanayama N, Iwaki T. Fusion of fluorescent protein to puromycin 

N-acetyltransferase is useful in Drosophila Schneider S2 cells expressing heterologous proteins. 

Cytotechnology 65; 173-8, 2013 【分子生物学】[1.35] 

インパクトファクターの小計      ［3.42］ 

  Ｂ．筆頭著者が浜松医科大学の他教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの（学内の 

   共同研究） 

1. Furuta T, Soya Y, Sugimoto M, Nishino M, Yamade M, Uotani T, Kodaira C, Sahara S, Ichikawa H, 

Yamada T, Osawa S, Sugimoto K, Maekawa M, Watanabe H, Umemura K. Rapid Automated 

Genotyping of CYP2C19 and Helicobacter pylori 23S rRNA Gene in Gastric Juice. J Gastroen Hepatol 

21; 508-512. 2013 【臨床薬理学】[3.33] 

2. Sugimoto M, Uotani T, Nishino M, Yamade M, Sahara S, Yamada T, Osawa S, Sugimoto K, Umemura 

K, Watanabe H, Miyajima H, Furuta T. Antiplatelet drugs are a risk factor for esophageal mucosal injury. 

Digestion. 87; 281-9. 2013 【臨床薬理学】[1.94] 

3. Nishino M, Sugimoto M, Uotani T, Yamade M, Sahara S, Ichikawa H, Sugimoto K, Umemura K, 

Watanabe H, Miyajima H, Furuta T. Association of gastric mucosal injury severity with platelet 

function and gastric pH during low-dose aspirin treatment. Digestion. 88, 79-86. 2013 【臨床薬理学】

[1.94] 

4. Sahara S, Sugimoto M, Uotani T, Ichikawa H, Yamade M, Iwaizumi M, Yamada T, Osawa S, Sugimoto 

K, Umemura K, Miyajima H, Furuta T. Twice-daily dosing of esomeprazole effectively inhibits acid 

secretion in CYP2C19 rapid metabolizers compared with twice-daily omeprazole, rabeprazole, or 

lansoprazole. Alimentary Pharmacology & Therapeutics 38, 1129-37. 2013 【臨床薬理学】[4.55] 

5. Furuta T, Sugimoto M, Kodaira C, Nishino M, Yamade M, Uotani T, Sahara S, Osawa S, Sugimoto K, 

Watanabe H, Umemura K. Sitafloxacin-based third-line rescue regimens for Helicobacter pylori 

infection in Japan. J Gastroen Hepatol 2013 【臨床薬理学】[3.33] 

インパクトファクターの小計      ［15.09］ 

  Ｃ．筆頭著者が浜松医科大学以外の教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの 

1. Uemura N, Sugano K, Hiraishi H, Shimada K, Goto S, Uchiyama S, Okada Y, Origasa H, Ikeda Y, The 

MAGIC Study Group. Risk factor profiles, drug usage, and prevalence of aspirin-associated 

gastroduodenal injuries among high-risk cardiovascular Japanese patients: the results from the MAGIC 



study. J Gatroenterol. Published online 12 June 2013 【臨床薬理学】[3.79] 

2. 佐竹一夫、佐々木啓徳、上野眞義、大西明弘、梅村和夫．ドネペジル塩酸塩 OD 錠 10mg「サ

イワ」の健康成人における生物学的同等性試験．医療と新薬 62: 1654-1663, 2013 【臨床薬

理学】[0] 

3. 佐竹一夫、佐々木啓徳、上野眞義、大西明弘、梅村和夫．ドネペジル塩酸塩錠 10mg「サイワ」

の健康成人における生物学的同等性試験．医療と新薬 62: 1665-1673, 2013 【臨床薬理学】

[0] 

インパクトファクターの小計      ［3.79］ 

（２－１）論文形式のプロシーディングズ 

（２－２）レター 

（３）総  説 

  Ａ．筆頭著者が浜松医科大学の当該教室に所属していたもの 

1. 梅村和夫．FIH 試験：グルーバル同時開発に対応するには．臨床薬理学 44, 369-370, 2013 

2. 梅村和夫．ヒトとマウスにおける PAI-1 欠損の表現型の違い．血栓止血学会会誌 24, 520-522, 

2013 

3. 松本祐直．レーザによる頭蓋内血栓溶解システムの開発．Thrombosis Medicine. 3(2);83-87:2013 

4. 外村和也、梅村和夫、小川美香子、間賀田泰寛、Photochemical induced thrombosis (PIT)モデル

によるイメージング、Thrombosis Medicine Vol.3 no.2 2013 

  Ｂ．筆頭著者が浜松医科大学の他教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの（学内の 

   共同研究） 

  Ｃ．筆頭著者が浜松医科大学以外の教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの 

1. 江藤浩之、鈴木康裕、藤井 聡 協力：遠藤 大（江藤研究室）。2012 Hot Topics：血管バイオ

ロジー部門。日本血栓止血学会誌 第 24 巻 第 1 号 66-67. 

2. 山下大輔，玉置善紀，清水良幸，岡田裕之，中山禎司，松本祐直，梅村和夫．急性期脳塞栓症

治療を目的とした選択的レーザ血栓除去システムの開発．光アライアンス. 24(12);61-63:2013. 

（４）著  書 

  Ａ．筆頭著者が浜松医科大学の当該教室に所属していたもの 

1. 鈴木康裕 t-PA と MMP との関係（t-PA による脳出血のメカニズム解明）。Thrombosis Medicine 

3 (3): 57-60, 2013, 先端医学社。 

  Ｂ．筆頭著者が浜松医科大学の他教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの（学内の 

   共同研究） 



  Ｃ．筆頭著者が浜松医科大学以外の教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの 

（５）症例報告 

 
４ 特許等の出願状況 
         平成 25 年度 

特許取得数（出願中含む）           2 件 

「出血および／または炎症の増悪抑制剤」特願 2014-46417（平成 26 年 3 月 10 日出願） 

「ＰＡＩ-１阻害剤」特願 2014-021457（平成 26 年 2 月 6 日出願） 
   
５ 医学研究費取得状況                   （万円未満四捨五入） 
         平成 25 年度 

（１）文部科学省科学研究費            6 件    （5,917 万円）

（２）厚生労働科学研究費        2 件   （4,480 万円）

（３）他政府機関による研究助成           0 件   （0 万円） 

（４）財団助成金           0 件   （0 万円） 

（５）受託研究または共同研究           2 件   （329 万円） 

（６）奨学寄附金その他（民間より）           2 件   （110 万円） 

（１）文部科学省科学研究費 

梅村和夫 

1. 基盤研究（B）「う蝕原因菌による頭蓋内出血の増強のメカニズム解明とバイオマーカーの探

索」平成 24 年度～26 年度、330 万円 

2. A-Step 「PAI-1 阻害に基づく造血幹細胞移植での造血機能改善薬」平成 25 年度 5,100 万円 

岩城孝行 

1. 若手研究(B)「高ＬＤＬ血症におけるマクロファージの泡沫化とプラスミン活性の役割」22 年

度～25 年度、 91 万円 

鈴木康裕 

1. 若手研究(B)「組織型プラスミノーゲン活性化因子とマトリックスメタロプロテアーゼの認知

症での役割」23 年度～26 年度、 104 万円 

松本祐直 

1. 若手研究(B)「移植後動脈硬化進展におけるムスカリン受容体の役割」24 年度～26 年度、110

万円 

外村和也 

1. 基盤研究(C)「口腔細菌と破裂脳動脈瘤の関連性」24 年度～26 年度、182 万円 

（２）厚生労働科学研究費 

1. 保健医療分野における基礎研究推進事業、「レーザ血栓溶解治療システムの開発」平成 22 年度

～26 年度、3,300 万円 

2. 医療技術実用化総合研究事業「健康成人に対するディブロタイドの安全性試験および薬物動態

試験」平成 24 年度～25 年度、1,180 万円 



（３）他政府機関による研究助成 

（４）財団助成金 

（５）受託研究または共同研究 

1. 「MT-1303 のクローン病患者を対象とした臨床薬理試験（単回投与試験）」田辺三菱、平成 26

年度、146 万円 

2. 共同研究（東レ） 1 件 183 万円 

 

６ 新学術研究などの大型プロジェクトの代表，総括 
 
７ 学会活動 
 国際学会 国内学会 

（１）特別講演・招待講演回数      0 件     0 件 

（２）シンポジウム発表数      3 件     3 件 

（３）学会座長回数      0 件     3 件  

（４）学会開催回数      0 件     0 件 

（５）学会役員等回数      0 件      7 件 

（６）一般演題発表数      0 件   

（１）国際学会等開催・参加 

1）国際学会・会議等の開催 

2）国際学会・会議等における基調講演・招待講演 

3）国際学会・会議等でのシンポジウム発表 

1. Umemura K. Early phase clinical study environment in Japan and the trends of Phase 1 studies 

conducted in Japan. ASCPT 2013 Indianapolis USA 

2. Matsumoto Y. The mechanism of ADP receptor P2Y12-mediated migration of bone-marrow-derived 

smooth muscle-like cells（The 13th Hamamatsu-Kyungpook Joint Medical Symposium, 11th 

September 2013, Daegu, Korea） 

3. Yuji Matsumoto, Teiji Nakayama, Kazuya Hokamura, Ayami Hori, Tsuyoshi Kosugi, Daisuke 

Yamashita, Yoshinori Tamaoki, Yoshiyuki Shimizu, Yutaka Yamashita, Yoshinori Kato, Nakahiro Sato, 

Toshiyuki Kawashima, Hiroyuki Okada, Kazuo Umemura. Development of a laser thrombolysis 

system and its efficacy, safety and mechanism in animal thrombosis models. (The 15th Conference of 

Peace through Mind Brain Science in Hamamatsu, Japan on 18-20 February 2014) 

4）国際学会・会議等での座長 

5）一般発表 

口頭発表 

ポスター発表 

（２）国内学会の開催・参加 



1）主催した学会名 

2）学会における特別講演・招待講演 

3）シンポジウム発表 

1. Umemura K, Iwaki T. The different phenotypes in PAI-1 deficiency between human and mice. 日本

血栓止血学会 2013 

2. 梅村和夫．Streptococcus mutans が誘発する頭蓋内出血のメカニズム解明．日本人間ドック学

会総会 2013 

3. Iwaki T. PAI-1 deficiency. 日本血栓止血学会 2013 

4）座長をした学会名 

1. 梅村和夫 脳循環代謝学会総会 

2. 梅村和夫 臨床薬理学会総会 

3. 梅村和夫 薬理学会総会 

（３）役職についている国際・国内学会名とその役割 

    梅村和夫 

脳循環代謝学会 幹事 

薬理学会 評議員 

臨床薬理学会 評議員 

血栓止血学会 評議員 

    鈴木康裕 

薬理学会 評議員 

日本血栓止血学会代議員、SPC (Science Promotion Committee) 血管バイオロジー部員 

日本臨床薬理学会評議員 

     

８ 学術雑誌の編集への貢献 
 国 内 外 国 

学術雑誌編集数（レフリー数は除く）     1 件      1 件 

（１）国内の英文雑誌等の編集 

岩城孝行 

Associate Editor in The Journal of Bioscience and Medicine  (USA) 

（２）外国の学術雑誌の編集 

岩城孝行 

Associate Editor in The Journal of Bioscience and Medicine  (USA) 

（３）国内外の英文雑誌のレフリー 

梅村和夫  

Thrombosis Research  1 回  

Clinical Pharmacology & Therapeutics  5 回 （Nature group） 

Stroke 2 回  

Journal Pharmacological Science 1 回  



岩城孝行 

Cytotechnology、 2 回  

International Journal of Hematology、 1 回  

鈴木康裕 

Journal of Atherosclerosis and Thrombosis 1 回 (Japan) 

外村和也 

BioMed Research International 2 回 

 

９ 共同研究の実施状況 
         平成 25 年度 

（１）国際共同研究           1 件 

（２）国内共同研究           7 件 

（３）学内共同研究           4 件 

（１）国際共同研究 

1. 脳動脈瘤マウスモデルの確立と MR によるイメージング解析、サンフランシスコ大学（USA）、

2013 から、研究者の派遣と研究計画、結果の議論、 

（２）国内共同研究 

1. 和田孝一郎（大阪大学歯学部）口腔内細菌による脳出血および炎症性腸炎のメカニズム解明 

2. 鈴木正昭（岐阜大学）脳梗塞急性期治療薬の開発 

3. 尾上浩隆（理化学研究所）動脈硬化のイメージング技術の開発研究 

4. 永井信夫（長浜バイオ大バイオサイエンス学科）PIT モデルを用いた再生のメカニズム解析 

5. 浜松ホトニクス社 レーザ血栓溶解装置の開発研究 

6. 田中篤太郎（浜松聖隷病院）脳疾患患者における高病原性口腔内細菌の探索 

7. 長野哲雄（東京大学薬学部）動脈硬化を描出する MR 造影剤の開発 

（３）学内共同研究 

1. 間賀田泰寛（メディカルホトニクス研究センター）かゆみ中枢のイメージング解析 

2. 小川美香子、竹原康雄（メディカルホトニクス研究センター）動脈硬化を描出する MR 造影剤

の開発 

3. 牧野洋 （麻酔蘇生科）脳動脈瘤マススモデルの確立と MR によるイメージング解析 

4. 金山尚裕（産婦人科学）新規 PAI-1 測定法の検討 

 

10 産学共同研究 
         平成 25 年度 

産学共同研究            2 件 

1. 浜松ホトニクス レーザによる血栓溶解法の臨床応用 

2. 東レ かゆみのイメージングに関する研究 

 



11 受  賞 

 （１）国際的な授賞 

Matsumoto Y. Hiruma-Wagner Award. The 15th Conference of Peace through Mind Brain Science in 

Hamamatsu, Japan on 18-20 February 2014. 

（２）外国からの授与 

（３）国内での授賞 

    

12 研究プロジェクト及びこの期間中の研究成果概要 

１． 脳梗塞進展に関わる因子の解析 

  虚血性脳血管障害は脳血管病変の中でも最も多い疾患であり、しばしば重篤となる。これらの転

帰は、日常生活や社会復帰において重要な社会的な問題となっているが、満足のいく脳梗塞治療薬

がない。その原因は脳梗塞進展に関与する因子が複雑に絡み合っているからである。我々はそれら

の因子を解析することで脳梗塞進展の病態を解明し、新規治療薬の開発に貢献することを目的とす

る。 

(１) t-PA による脳梗塞進展のメカニズム解明 

① t-PAは脳梗塞発症後3時間以内での投与によって脳梗塞発症後の神経症状を改善する効果が認

められているが、治療開始遅延による副作用として脳内出血の危険性が残されている。内皮培

養細胞において、虚血下、t-PAによる血管内皮増殖因子産生促進作用を確認した。現在、その

メカニズムについて検討中である。 

② 脳梗塞巣の大きさを一定にし、その後の脳障害の変化について内因性t-PAの役割を検討してい

る。選択的ノルアドレナリン再取り込み薬投与により、野生型と欠損型で行動薬理学的な薬の

効果の差が認められた。いくつかの推測される経路について検討を行ったが、特に両者に差が

なく、引き続き内因性t-PAの脱抑制あるいは衝動性の関与について詳細な検討を行っている。 

（鈴木康裕、外村和也、梅村和夫、永井信夫1、山川花朱美）1長浜バイオ大バイオサイエンス

学科 

(２) 脳保護作用を持つ化合物の評価 

ギンコライド B のメカニズム解明 

銀杏の葉由来のギンコライド B（GB）を用い、脳梗塞急性期における脳保護の作用メカニズ

ム解明を目的として、in vivo および in vitro 実験系にて検討を行った。 

【in vivo】 

脳梗塞周縁部にレーザドプラプローブを留置し、脳梗塞惹起開始から経時的に血流の変化を

観察したところ、対照群と比べギンコライド群は血流の変化がみられなかった。 

この結果より GB は脳血流を改善することにより脳保護作用を示すものではなく、脳神経細胞

を直接的に保護している可能性が示唆された。 

【in vitro】 

ラット大脳皮質初代培養細胞を用いメカニズム解明を行った。 GB によりみられる NMDA

刺激時の細胞内カルシウム流入抑制作用を詳細に検討するため、培養液として用いる人工脳脊

椎液中へグリシン（15μM）を処置した条件と、人工脳脊椎液からマグネシウムを除去した条



件との比較により検討を行った。 

その結果、グリシンにより NMDA 受容体のチャンネルポア近傍に存在するマグネシウムキャ

ップを外し、NMDA 受容体が活性化した状態では、GB が細胞内へのカルシウム流入を抑制す

るという結果が得られた。一方、マグネシウムを除去した条件においては、GB によるカルシ

ウム流入抑制はみられなかった。 

また、NMDA 受容体グリシンサイトの拮抗薬である 5,7-dichlorokynurenic acid (DCKN)は、GB

同様、人工脳脊椎液中にグリシン滴下した条件下において、用量依存的に細胞内へのカルシウ

ム流入を抑制した。 

     以上より、GB が NMDA 受容体のグリシンサイトへ結合することで NMDA 受容体からのカ

ルシウム流入を抑制していることが示唆された。 

（梅村 和夫、外村 和也 1、Min Thura2、山本 清二 2、古田 享史 3、古山浩子 3、鈴木正昭 4 ）1

浜松医科大学 分子イメージング先端研究センター、2浜松医科大学・光量子センター、 3 岐阜

大学大学院・再生医科学、4理化学研究所 分子イメージング科学研究センター 

 

２． 探索的臨床研究施設での臨床薬理学的研究 

国立大学で初めての健常者を用いた臨床試験ができる施設を立ち上げ、産学連携のもと、創薬を

進めている。この施設は、附属病院に併設された臨床研究を専門に行う施設で、試験用に 12 ベッ

ドがあり、看護師、検査技師、データ管理者が専任でいる。 

(梅村和夫、渡邉裕司１、古田隆久２)1臨床薬理学、２臨床研究管理センター 

 

３． 移植後動脈硬化進展のメカニズム解明 

移植された臓器において、リンパ球や単球／マクロファージなどを介したレシピエントの免疫

反応（拒絶反応）によりドナーの血管内皮が傷害されると、様々なサイトカイン・ケモカインが

産生される。慢性期においては、平滑筋様細胞が新生内膜（移植後動脈硬化）を形成し、血管閉

塞による移植臓器の機能不全をきたすことが臨床での大きな問題となっており、臓器移植された

患者の予後を制限する。本研究では移植後動脈硬化の進展メカニズムを解明し、新規治療薬の開

発に貢献することを目的とする。 

(１) 移植後動脈硬化進展における ADP 受容体（P2Y12）の役割 

血小板の機能に重要な役割を果たす P2Y12 受容体の遺伝子欠損マウス、および、頸動脈移植

モデルを用いて、P2Y12 受容体の移植後動脈硬化進展への関与を検討し以下のことを明らかに

した。マウス頸動脈移植後、Wild-Type 群において、１．血小板活性化、２．接着因子発現増

強、３．血小板－白血球凝集率上昇、４．炎症細胞蓄積、その結果引き起こされる、５．新生

内膜の形成（移植後動脈硬化）がみとめられた。これら全てのイベントが P2Y12 受容体欠損マ

ウスにおいて抑制されたことから、血小板の P2Y12 受容体が移植後動脈硬化進展に寄与してい

ると考えられた。さらに、血小板以外の移植後動脈硬化進展に関与する細胞（白血球や平滑筋

様細胞）においても P2Y12 受容体の発現が認められ、これら細胞の遊走に関与することを明ら

かにした。従って、白血球や平滑筋様細胞の P2Y12 受容体も移植後動脈硬化進展に寄与するこ

とが示唆された。現在、P2Y12 受容体を介したシグナル伝達について検討中である。 



（松本祐直、原田恒介、新津陽一 1、梅村和夫）1第一三共株式会社 

(２) 移植後動脈硬化進展におけるムスカリン受容体の役割 

神経伝達物質として広く知られているアセチルコリン (ACh) とムスカリン性 ACh 受容体

(muscarinic acetylcholine receptor、mAChR) は、リンパ球などにも存在し、刺激による ACh 産生

促進や mAChR 発現増強が報告されている。しかしながら、移植後動脈硬化進展における

mAChR の役割はほとんど知られていない。本研究では、mAChR 欠損 (mAChR-KO) マウスを

用いて心臓または血管移植モデルを作製し、mAChR の移植後動脈硬化進展への役割を検討す

る。 

（松本祐直、原田恒介、梅村和夫） 

 

４． レーザ血栓溶解治療システムの開発 

現在、有効とされている血栓溶解剤による治療は、大量投与による出血性合併症のリスクを伴

うといった問題点が指摘されている。これに対し、血栓への高い吸収を持つパルスレーザーを直

接照射し、選択的に血栓の分解･除去を行う方法が報告されており、急性期の塞栓症に対する効果

的な治療法として期待されている。我々は、パルスレーザー装置（MGL-50、浜松ホトニクス社

製）を用いて、2 種類のラット静脈血栓症モデルにおける選択的血栓溶解治療効果の検証を行っ

た。その結果、レーザ照射による血栓溶解への有効性が示唆された。また、カニューレ挿入など

の人為的操作以外の傷害が認められなかったことから安全性も示唆された。現在、臨床応用を目

指し、動脈血栓モデルでのレーザによる血栓溶解の有効性・安全性の評価を行っている。 

（松本祐直、梅村和夫、山下大輔 2、山下豊 2、岡田裕之 2、清水良幸 2、中山禎司 3） 
2浜松ホトニクス株式会社中央研究所、3県西部浜松医療センター脳神経外科 

 

５． マクロファージによる修飾LDLの取り込みとプラスミン活性 

 我々は血液凝固線溶因子の機能を様々な生理的、病理的な条件下で検討してきた。特に IIa 型

高脂血症のモデルマウスである Ldlr-/-/Apobec1-/-に、フィブリノゲン(Fg)、プラスミノゲン(Plg)、

プラスミノゲンアクティベーターインヒビター1（PAI-1）の各々の欠損マウスを掛け合わせるこ

とで、IIa 型高脂血症におけるそれらの機能を解析した。これらの機能は既にアポ E 欠損マウスに

て確認されているが、高脂血症を惹起するリポタンパクの違いによりそれらの機能に相違がある

ことが判明した。 

 ここで特に注目に値する結果としては、 Ldlr-/-/Apobec1-/-にプラスミノゲン欠損を掛け合わせ

たマウス(Ldlr-/-/Apobec1-/-/Plg-/-)では、血中コレステロール、とりわけ LDL が Ldlr-/-/Apobec1-/-

マウスに比べて 2 倍以上になるにもかかわらず、動脈硬化プラークのサイズは僅か 10％程度にし

かならない事があげられる。その後の追加研究において、このように制限された動脈硬化プラー

クの発展機序は、マクロファージの OxLDL の取り込みが、プラスミノゲンの活性体であるプラ

スミンによって制御されている為であることが判明した。この研究におけるマクロファージは完

全に LDLr を欠損しているため、取り込みに関しては LDL の修飾状態にかかわらず全てスカベン

ジャーレセプター(SR)を介していると考えられる。従って我々は、プラスミンによって影響を受

ける LDL や OxLDL の取り込みを担っている SR の同定を行っている。 



（岩城孝行、梅村和夫） 

 

６． 頭蓋内出血と口腔内細菌との関係 

これまで多くの疫学的、臨床的研究により、口腔細菌と全身疾患との因果関係が指摘されて 

おり、う蝕の原因菌の一つである Streptococcus mutans (S. mutans) に関する研究から、心弁膜炎な

どの発症に深く関与しているといわれている。また、抜歯などの歯科治療に伴い S. mutans が血

管内に侵入し、全身に影響をおよぼす可能性は十分に考えられるが、う蝕菌感染者の全てが心血

管病変を発症するわけではない。これまで S. mutans をはじめとするう蝕菌と心血管病変などの

全身疾患発症を引き起こすその詳細な病態発症メカニズムについては不明であった。我々は、当

教室で開発した動物モデルを用いて、でコラーゲン結合蛋白を有するう蝕菌が頭蓋内出血に関与

している事実を見出した。現在は大規模臨床研究を準備しており、頭蓋内出血とう蝕原因菌の因

果関係を明らかにする予定である。 

（外村和也、梅村和夫、和田孝一郎 1、仲野和彦 2、野村良太 2）1大阪大学歯学部薬理、2大阪大

学歯学部小児歯科 

 

７． 口腔細菌と破裂脳動脈瘤の関連性 

これまでの研究によりう蝕原因菌が頭蓋内出血をはじめとする血管障害に悪影響をおよぼす

ことが明らかとなった。また、脳卒中患者を対象とした臨床研究から高病原性う蝕原因菌を保菌

する者は破裂脳動脈瘤を発症する率が高く、う蝕原因菌が動脈瘤を発症の引き金となる可能性は

高い。しかし脳動脈瘤の動物モデルは現在確立されたものが存在しないことから、本年度はマウ

スを用い脳動脈瘤モデルの作製に取りかかった。また、磁気共鳴装置を用いマウスの脳底動脈の

撮像を行い、撮像条件の最適化を行った。脳出血、クモ膜下出血、一過性虚血、脳梗塞、もやも

や病および未破裂脳動脈瘤など脳卒中患者の中からどういった疾患に我々が仮説とするう蝕菌が

検出されるのかを検討するために、現在脳卒中患者の唾液を協力病院において採取中である。破

裂脳動脈瘤モデルが安定して作製できるようになった際は、未破裂脳動脈瘤の状態のマウスに上

記疾患の唾液を投与し、病態との因果関係を明らかにする予定である。 

（外村和也、梅村和夫） 

   
13 この期間中の特筆すべき業績，新技術の開発 
   
14 研究の独創性，国際性，継続性，応用性 
   
15 新聞，雑誌等による報道 

1. 光科学技術で認知症治療進展に期待、中日新聞、2014 年 2 月 21 日 

 


